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（会場までのアクセス） 

高橋幸宏氏 



     

 

小さな灯から始まった生命尊重運動も、お蔭様で 39 年。３年ぶりに開催する全国

研修会に、国内トップレベルの小児心臓外科医として知られる榊原記念病院副院⾧・

高橋幸宏氏を講師に迎え、「７０００人の小さな命を救って」と題し研修頂くことに

なりました。 

高橋氏は、出生前診断の進歩によって胎児期に病気や障害が見つかり、中絶されて

いく命がここ２、３年増えていることを憂いておられ、「僕が救ってあげれなかった

多くの生命（胎児）、人生を歩きたくても歩けなかった生命のことを思うと、まだま

だやらなければいけないことがたくさんあるし、命ある限り歩き続けなければ！」と

語っておられます。その思いは、３９年間、お腹の赤ちゃんとお母さんを応援し続け

てきた私たちも同じです。 

 

昨年は、経口中絶薬承認反対に向けた署名活動を展開し、12 月末に厚労大臣に

55,000 余筆の署名を提出。年内に続き、１月も承認を回避することができましたの

も、全国のいのちの会やプロジェクトの協力者の皆さまのおかげです。 

しかしながら、新型出生前診断による中絶の横行や児童虐待の急増等、子宮の内外

に関わらず、小さな命に思いをいたさない悲しい現状があり、戦後、母体保護法の下、

安易な中絶が許されてきたことにより、生命の選別思想がますます根づいているの

ではないでしょうか。 

今回の研修会を通じ、経口中絶薬承認 STOP に向け、小さな命に思いを寄せ署名

に協力下さった団体の皆さまが一堂に会し、また若者やお母さん方との繋がりを拡

げるため、全国のいのちの仲間が共に手を携え、これからの生命尊重運動のを未来に

繋ぐスタートの年として、今年の生命尊重全国研修会を開催します。皆さまのご参加

をお待ちしています。 


